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条
例
改
正
(
議
案
第
１
号
)
に
つ
い
て  

笹
生

あ
す
か
議
員 

こ
の
条
例
は
、
現
行
の
紙
の
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
う

も
の
で
す
。 

政
府
は

2022
年
に
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
マ
イ
ナ
保
険
証
と
す
る
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。 

今
年
の
12
月
２
日
以
降
は
、
現
行
の
保
険
証
は
新
規
発
行
さ

れ
な
く
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
に
は
「
資
格
確
認

書
」
が
送
付
さ
れ
、
現
行
の
保
険
証
の
よ
う
に
利
用
で
き
ま
す
。 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
鋸
南
町
で
の
紐
づ
け
率
は
、
最
新
で
お
よ
そ

７
割
、
利
用
率
は
３
割
と
の
こ
と
で
す
が
、
全
国
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
は
、
最
新
で
11
％
と
、
残
り
３
か
月
を
切
っ
て
も
、

利
用
率
は
低
い
ま
ま
で
す
。 

先
日
、
全
国
18
の
地
方
紙
が
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
合
同

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。「
現

行
の
ま
ま
」「
選
択
制
に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
意
見
が
合
わ
せ

て
８
割
と
の
結
果
で
す
。
ま
た
、
鋸
南
町
議
会
で
は
、
昨
年
12
月

に
千
葉
県
保
険
医
協
会
か
ら
の
請
願
「
健
康
保
険
証
を
残
し
て
く

だ
さ
い

保
険
証
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
を
全
会
一
致
で

採
択
し
、
国
に
提
出
し
て
い
ま
す
。 

便
利
に
な
る
は
ず
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
、
導
入
発
表
時
か
ら
懸
念

さ
れ
て
き
た
ト
ラ
ブ
ル
対
応
等
へ
の
不
安
は
解
消
さ
れ
な
い
ま

ま
、
医
療
現
場
か
ら
も
保
険
証
の
廃
止
に
関
し
、
反
対
の
声
は
続

い
て
い
る
の
に
進
ん
で
い
る
の
は
、
危
険
で
す
。 

本
来
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
、
任
意
の
は
ず
で
す
。 

以
上
の
理
由
か
ら
、
現
行
の
紙
の
保
険
証
は
残
す
べ
き
、
と
考

え
る
た
め
反
対
し
ま
す
。 

反反

対対

討討

論論  

問問

鋸
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

教
育

費
の
消
火
器
廃
棄
手
数
料
２
万
円

は
、
消
火
器
を
廃
棄
す
る
た
め
の
手

数
料
が
２
万
円
と
考
え
て
よ
い
の

か
。

答答

そ
の
通
り
で
す
。

要要
望望

廃
棄
す
る
際
は
、
そ
の
廃
棄
す
る
消

火
器
を
町
民
や
職
員
の
訓
練
に
活

用
し
て
欲
し
い
。

答答

防
災
訓
練
で
の
消
火
訓
練
の
際
等
、

消
火
器
を
廃
棄
す
る
前
に
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

質質

疑疑

問問

鋸
南
町
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
こ
の
改
正
案
を
見
る
と
、

電
子
資
格
確
認
等
に
よ
り
被
保
険
者

ま
た
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と
の
確

認
を
受
け
た
う
え
で
受
給
券
を
提
示

と
あ
る
が
、
受
給
券
を
提
示
す
る
だ

け
で
確
認
は
と
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

答答

受
給
券
は
市
町
村
が
発
行
し
て
い

ま
す
。
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

は
、
保
険
者
ご
と
の
確
認
が
必
要
な

た
め
、
電
子
資
格
確
認
等
と
受
給
券

の
二
つ
の
提
示
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

質質

疑疑

令令和和６６年年９９月月定定例例会会  
令令和和６６年年９９月月定定例例会会  

－２－

◆
鋸
南
町
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

◆
鋸
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
鋸
南
町
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
６
年
９
月
の
定
例
会
を
、
９
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
が
３
件
、
規
約
の
一
部
改
正
に
関
す
る
協
議
が
１
件
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
が
１
件
、
水
道
事
業
会
計
に
関
す
る
処
分
、
補
正
予
算
４
件
の
審
議
を
行
い
、
原
案
の
通
り
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
決
算
認
定
は
、
９
月
９
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
全
件
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

補正予算等を可決
令和６年９月定例会 補正予算

●
総
務
費

後
期
基
本
計
画
・
総
合
戦
略
策
定
業
務
委
託

１
２
８
０
万
円

令
和
８
年
度
を
始
期
と
す
る
５
ヶ
年
の
鋸
南
町
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
（
注
１
）
及
び
鋸
南
町
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
策
定
業
務
（
注
２
）
の
委
託

料
を
計
上
す
る
も
の
。

（
注
１
）
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と
は

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

将
来
像
を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め
る
た

め
策
定
し
た
総
合
計
画
の
、
各
分
野
に
お
け
る
基
本
目

標
に
対
す
る
主
要
な
施
策
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
直

す
も
の
で
す
。

業
務
委
託
の
内
容
は
、
住
民
意
識
調
査
、
計
画
審
議
会

と
策
定
委
員
会
、
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
会
議

等
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
、
計
画
書
と

そ
の
概
要
版
の
作
成
等
を
行
う
予
定
で
す
。

（
注
２
）
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
と
は

次
期
総
合
戦
略
と
す
る
も
の
で
、
国
が
策
定
し
た
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て
地
方

の
社
会
課
題
解
決
と
地
方
創
生
の
加
速
化
・
深
化
を
図

る
と
い
う
基
本
構
想
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
も
の
で

す
。今

回
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
も
見
直
し
て
、
住
民
意
識
調

査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
町
の
実
情
に
応
じ
た
具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
を
策
定
し
ま
す
。

◆
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

協

議

一
般
会
計
補
正
予
算

注
２
）
の
委
託

〈
主
な
内
容
〉

●
土
木
費

道
路
監
視
業
務
委
託

５
０
万
６
千
円

中
佐
久
間
・
道
越
地
区
で
発
生
し
た
地
す
べ
り
発

生
箇
所
に
お
い
て
、
斜
面
の
動
き
を
観
測
し
、
地
域

住
民
に
警
告
す
る
た
め
の
地
表
伸
縮
計
及
び
警
告
灯

の
設
置
に
係
る
業
務
委
託
料
を
計
上
す
る
も
の
。

●
民
生
費

児
童
手
当
費

６
５
９
万
５
千
円

国
の
子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
10
月
か
ら

児
童
手
当
拡
充
に
伴
い
増
額
補
正
す
る
も
の
。

主
な
改
正
の
内
容
は
、
支
給
対
象
年
齢
を
18
歳
ま

で
拡
大
、
所
得
制
限
の
撤
廃
、
第
３
子
以
降
の
支
給

額
を
１
万
５
千
円
か
ら
３
万
円
に
増
額
、
支
給
回
数

を
年
３
回
か
ら
年
６
回
に
変
更
す
る
。

条
例
改
正

以
下
の
条
例
改
正
と
協
議
は
、
保
険
証
の
発
行

が
終
了
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
た
め
条
例
等
を

整
備
す
る
も
の
。

－ 3 － － 2 －
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を
行
い
、
原
案
の
通
り
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
決
算
認
定
は
、
９
月
９
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
全
件
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

補正予算等を可決
令和６年９月定例会 補正予算

●
総
務
費

後
期
基
本
計
画
・
総
合
戦
略
策
定
業
務
委
託

１
２
８
０
万
円

令
和
８
年
度
を
始
期
と
す
る
５
ヶ
年
の
鋸
南
町
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
（
注
１
）
及
び
鋸
南
町
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
策
定
業
務
（
注
２
）
の
委
託

料
を
計
上
す
る
も
の
。

（
注
１
）
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と
は

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

将
来
像
を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め
る
た

め
策
定
し
た
総
合
計
画
の
、
各
分
野
に
お
け
る
基
本
目

標
に
対
す
る
主
要
な
施
策
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
直

す
も
の
で
す
。

業
務
委
託
の
内
容
は
、
住
民
意
識
調
査
、
計
画
審
議
会

と
策
定
委
員
会
、
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
会
議

等
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
、
計
画
書
と

そ
の
概
要
版
の
作
成
等
を
行
う
予
定
で
す
。

（
注
２
）
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
と
は

次
期
総
合
戦
略
と
す
る
も
の
で
、
国
が
策
定
し
た
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て
地
方

の
社
会
課
題
解
決
と
地
方
創
生
の
加
速
化
・
深
化
を
図

る
と
い
う
基
本
構
想
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
も
の
で

す
。今

回
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
も
見
直
し
て
、
住
民
意
識
調

査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
町
の
実
情
に
応
じ
た
具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
を
策
定
し
ま
す
。

◆
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

協

議

一
般
会
計
補
正
予
算

注
２
）
の
委
託

〈
主
な
内
容
〉

●
土
木
費

道
路
監
視
業
務
委
託

５
０
万
６
千
円

中
佐
久
間
・
道
越
地
区
で
発
生
し
た
地
す
べ
り
発

生
箇
所
に
お
い
て
、
斜
面
の
動
き
を
観
測
し
、
地
域

住
民
に
警
告
す
る
た
め
の
地
表
伸
縮
計
及
び
警
告
灯

の
設
置
に
係
る
業
務
委
託
料
を
計
上
す
る
も
の
。

●
民
生
費

児
童
手
当
費

６
５
９
万
５
千
円

国
の
子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
10
月
か
ら

児
童
手
当
拡
充
に
伴
い
増
額
補
正
す
る
も
の
。

主
な
改
正
の
内
容
は
、
支
給
対
象
年
齢
を
18
歳
ま

で
拡
大
、
所
得
制
限
の
撤
廃
、
第
３
子
以
降
の
支
給

額
を
１
万
５
千
円
か
ら
３
万
円
に
増
額
、
支
給
回
数

を
年
３
回
か
ら
年
６
回
に
変
更
す
る
。

条
例
改
正

以
下
の
条
例
改
正
と
協
議
は
、
保
険
証
の
発
行

が
終
了
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
た
め
条
例
等
を

整
備
す
る
も
の
。
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令令和和６６年年９９月月定定例例会会  議議員員研研修修会会  

現在、鋸南町議会では、将来の鋸南町を見据え、「議員活動の見直し・改善」及び「議員定数の検討」を目的

に、「議会改革等検討特別委員会」を設置し、活動を進めております。 

その一環として、９月１３日鋸南町役場にて、中村 健先生（脚注）を講師に招き、「議員の成り手不足を解

消するには？」及び、「住民の方々の町政への関心が、更に高まる為には？」をテーマに研修会を開催し、各々

活発な意見交換を行いました。 

◆「「鋸鋸南南町町をを一一歩歩ででもも前前進進ささせせるる」」とと云云うう想想いいをを持持つつ事事がが一一番番大大切切でですす。。

→その想いは議員全員が同じ気持ちである事が確認できました（中村先生）

◆今今のの枠枠組組みみににととららわわれれずず、、考考ええ方方・・進進めめ方方をを変変ええてていいききままししょょうう。。

→様々な経験を活かして、色々な角度からの意見を出して、変化を恐れずに良い仕組を作り上げていこう。

住民の方々から、素敵だと思われる議員を目指していこう。

→少しでも良くなる事は、議会は積極的に提案していこう。

◆情情報報ががああっってて、、気気づづききとと関関心心がが生生ままれれまますす。。

→住民の方々と「情報の共有化」を進め、一緒に考える場を作っていこう。

脚注）中村 健 

２７歳全国最年少で 

元徳島県旧川島町長２期 

現早稲田大学マニフェスト研究

所事務局長・熊本市政策参与、

長野県政策アドバイザー等 

「「鋸鋸南南町町をを良良くくししたたいい！！」」熱熱いい想想いいがが全全議議員員かからら  

鋸鋸南南小小学学校校のの夏夏休休みみのの課課題題「「町町のの自自慢慢のの人人」」でで  

三三瓶瓶ささんん三三姉姉妹妹がが青青木木議議長長ににイインンタタビビュューーにに来来ててくくれれままししたた。。  

議議員員ののおお仕仕事事、、ここれれかかららのの鋸鋸南南町町ににつついいててななどどななどど……。。質質問問ががいいっっぱぱいい！！！！  

議議場場ででははママイイククをを使使っってて雰雰囲囲気気をを体体験験ししままししたた。。  

鋸鋸南南小小学学校校  三三瓶瓶ささんん三三姉姉妹妹がが  
青青木木議議長長ににイインンタタビビュューー  
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令和６年９月補正予算 

 

令和６年第 6 回定例会 議議  決決  結結  果果  
 賛成「○」 反対「×」※議長は採決に加わりません  

議議案案  

番番号号  

件件名名  

（件名は一部省略） 
  

鈴鈴
木木  

辰辰
也也  

緒緒
方方  

猛猛  

青青
木木
悦悦
子子
議議
長長  

大大
塚塚  

  

昇昇  

竹竹
田田  

和和
明明  

早早
川川  

正正
也也  

笹笹
生生  

ああ
すす
かか  

秋秋
山山  

柳柳
三三  

柴柴
本本  

健健
二二  

中中
村村  

基基  

篠篠
宮宮  

真真
樹樹  

東東  

愛愛
乃乃  

                           

＜条例の制定・改正＞ 

議 案 第 １ 号 

行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 
可決 ○ ○ − ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ２ 号 国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ − ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第１２号 
子ども医療費支給条例の一部を改正する条例の制

定 
可決 ○ ○ − ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

＜変更に関する協議＞ 

議 案 第 ３ 号 
千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正

する規約の制定に関する協議 
可決 ○ ○ − ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 

＜人権擁護委員の推薦＞ 

議 案 第 ４ 号 人権擁護委員候補者の推薦（石﨑千重子氏） 同意 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ＜令和６年度補正予算＞                           

議 案 第 ６ 号 一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
議 案 第 ７ 号 介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
議 案 第 ８ 号 鋸南病院事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
議 案 第 ９ 号 水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ＜決算の認定＞                           

議 案 第 ５ 号 令和５年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第１０号 

令和５年度一般会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
令和５年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第１１号 

令和５年度鋸南病院事業会計決算 承認 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
令和５年度水道事業会計決算 承認 ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

会計 補正前の額 補正額 補正後の額 

一 般 会 計 44 億 5954 万 9 千円 2 億 1649 万 1 千円 46 億 7604 万 0 千円 

介護保険特別会計 15 億 0445 万 1 千円 1 億 0544 万 2 千円 16 億 0989 万 3 千円 

病院事業会計 
資本的収入 2593 万 0 千円 210 万 0 千円  2803 万 0 千円 

資本的支出 2593 万 0 千円 210 万 0 千円 2803 万 0 千円 

水道事業会計 
収益的収入 5 億 1294 万 5 千円 46 万 9 千円 5 億 1341 万 4 千円 

収益的支出     4 億 9454 万 1 千円 17 万 3 千円 4 億 9471 万 4 千円 

議議決決結結果果  令令和和６６年年９９月月定定例例会会  
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令令和和６６年年９９月月定定例例会会  議議員員研研修修会会  

現在、鋸南町議会では、将来の鋸南町を見据え、「議員活動の見直し・改善」及び「議員定数の検討」を目的

に、「議会改革等検討特別委員会」を設置し、活動を進めております。 

その一環として、９月１３日鋸南町役場にて、中村 健先生（脚注）を講師に招き、「議員の成り手不足を解

消するには？」及び、「住民の方々の町政への関心が、更に高まる為には？」をテーマに研修会を開催し、各々

活発な意見交換を行いました。 

◆「「鋸鋸南南町町をを一一歩歩ででもも前前進進ささせせるる」」とと云云うう想想いいをを持持つつ事事がが一一番番大大切切でですす。。

→その想いは議員全員が同じ気持ちである事が確認できました（中村先生）

◆今今のの枠枠組組みみににととららわわれれずず、、考考ええ方方・・進進めめ方方をを変変ええてていいききままししょょうう。。

→様々な経験を活かして、色々な角度からの意見を出して、変化を恐れずに良い仕組を作り上げていこう。

住民の方々から、素敵だと思われる議員を目指していこう。

→少しでも良くなる事は、議会は積極的に提案していこう。

◆情情報報ががああっってて、、気気づづききとと関関心心がが生生ままれれまますす。。

→住民の方々と「情報の共有化」を進め、一緒に考える場を作っていこう。

脚注）中村 健 

２７歳全国最年少で 

元徳島県旧川島町長２期 

現早稲田大学マニフェスト研究

所事務局長・熊本市政策参与、

長野県政策アドバイザー等 

「「鋸鋸南南町町をを良良くくししたたいい！！」」熱熱いい想想いいがが全全議議員員かからら  

鋸鋸南南小小学学校校のの夏夏休休みみのの課課題題「「町町のの自自慢慢のの人人」」でで  

三三瓶瓶ささんん三三姉姉妹妹がが青青木木議議長長ににイインンタタビビュューーにに来来ててくくれれままししたた。。  

議議員員ののおお仕仕事事、、ここれれかかららのの鋸鋸南南町町ににつついいててななどどななどど……。。質質問問ががいいっっぱぱいい！！！！  

議議場場ででははママイイククをを使使っってて雰雰囲囲気気をを体体験験ししままししたた。。  

鋸鋸南南小小学学校校  三三瓶瓶ささんん三三姉姉妹妹がが  
青青木木議議長長ににイインンタタビビュューー  
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令令和和６６年年９９月月定定例例会会  
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竹竹田田
た け だ

  和和明明
かずあき

    議議員員  

問問  

答答政策実行ツールとして活用します 

経経済済波波及及効効果果検検証証ノノウウハハウウのの活活用用はは  

房房
日日
新新
聞聞
にに
掲掲
載載
ささ
れれ
たた
記記
事事
（（
６６

月月
2288
日日
付付
））
にに
よよ
るる
とと
、、
道道
のの
駅駅
保保
田田

小小
のの
開開
業業
以以
来来
のの
経経
済済
波波
及及
効効
果果
のの
推推

計計
値値
がが
9988
億億
円円
にに
及及
ぶぶ
とと
のの
内内
容容
でで
ああ

っっ
たた
。。
ここ
のの
推推
計計
はは
外外
部部
ココ
ンン
ササ
ルル
にに

委委
託託
しし
たた
もも
のの
でで
はは
なな
くく
、、
町町
がが
独独
自自

にに
取取
りり
組組
んん
だだ
積積
極極
的的
成成
果果
とと
しし
てて
評評

価価
しし
たた
いい
。。
一一
方方
、、
公公
表表
ささ
れれ
たた
推推
計計

値値
9988
億億
円円
はは
町町
民民
がが
そそ
のの
効効
果果
をを
実実
感感

でで
きき
ずず
、、
疑疑
問問
がが
ああ
るる
。。

経
済
波
及
効
果
の
推
計
を
行
う
こ

と
と
し
た
経
緯
は
。

こ
れ
ま
で
社
会
資
本
投
資
の
成
果

を
客
観
的
な
指
標
で
適
正
に
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
職
員
が
自
発
的
に
取
り
組
み
、

県
の
統
計
課
に
赴
き
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
、
今
回
の
推
計
を
行
っ
た
次
第
で

す
。

経
済
波
及
効
果
98
億
円
が
町
内
に

生
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
民

１
人
当
た
り
平
均
140
万
円
の
効
果
を
享

受
で
き
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う

な
実
感
は
な
い
。
経
済
波
及
効
果
は
、

域
内
（
町
内
）
に
波
及
し
た
経
済
効
果

を
算
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
域
外
に
漏

出
し
た
効
果
は
通
常
含
め
な
い
。
そ
の

計
算
過
程
は
、
第
一
に
「
自
給
率
」
の

反
映
が
必
要
だ
。
計
算
の
根
拠
と
さ
れ

る
施
設
建
設
工
事
の
資
材
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
町
外
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
施
設
売
上
の
内
、
町
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
青
果
・
花
卉
に

限
ら
れ
、
自
給
率
は
低
い
。
第
二
に

「
鋸
南
町
産
業
連
関
表
」
を
用
い
る
必

要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
町
内
に
は
目
立

っ
た
産
業
が
な
く
、
町
内
の
他
の
産
業

へ
の
波
及
効
果
は
限
定
的
だ
。

ご
指
摘
の
通
り
で
す
。
ま
ず
今
回

の
推
計
値
に
は
自
給
率
は
反
映
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
産
業
連
関
表
に

つ
い
て
は
、
現
状
鋸
南
町
産
業
連
関
表

は
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
に
作
成
す

る
に
は
相
当
の
労
力
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
便
宜
的
に
「
千
葉
県
産
業
連

関
表
」
を
代
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
職
員
が
習
得
し
た
経
済
波
及

効
果
分
析
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
社
会

資
本
投
資
の
成
果
の
客
観
的
な
指
標
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
政
策
実
行
の
際
の

選
定
ツ
ー
ル
と
な
ら
な
い
か
。
例
え
ば

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
収
支
は
赤
字

で
あ
っ
て
も
、
鋸
南
病
院
へ
の
通
院

や
、
商
店
街
で
の
買
い
物
利
用
な
ど
、

経
済
波
及
効
果
が
み
と
め
ら
れ
る
。

政
策
実
行
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

経経
済済
波波
及及
効効
果果
とと
はは

現
実
の
経
済
社
会
に
お
け
る
各
産
業

は
お
互
い
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
お

り
、
あ
る
産
業
に
新
た
な
需
要
が
生

じ
、
そ
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
生
産

活
動
が
拡
大
す
る
と
、
原
材
料
や
資
材

な
ど
の
取
引
や
消
費
活
動
を
通
じ
て
他

の
産
業
に
も
次
々
と
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。自

治
体
は
住
民
の
た
め
取
り
組
む
べ

き
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

政
策
を
行
う
前
に
経
済
波
及
効
果
を
検

証
す
る
こ
と
で
、
ど
の
政
策
が
最
も
政

策
の
効
果
を
高
め
、
妥
当
な
の
か
を
吟

味
し
、
政
策
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

産産
業業
連連
関関
表表
とと
はは

経
済
波
及
効
果
を
算
出
す
る
に
は
産

業
連
関
表
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
産
業
連

関
表
は
一
定
地
域
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の

取
引
状
況
を
ま
と
め
た
表
で
す
。
総
務

省
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
で
は

５
年
に
一
度
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
作
業
量
は
膨
大
で
す
。

【【
参参
考考
文文
献献
】】

「
自
治
体
の
経
済
波
及
効
果
の
算
出
」

学
陽
書
房

安
田
秀
穂
著

問問  

答答  

問問  答答

一一般般質質問問②②  

問問  

経経
済済
波波
及及
効効
果果
にに
つつ
いい
てて

答答  

 

－6－ 

 

 

 
対策が 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

答答

一斉清掃を再開し、委託方式は県と協議します 

問問  答答

６６
月月
2288
日日
深深
夜夜
、、
鋸鋸
南南
町町
がが
線線
状状
降降
水水
帯帯

のの
発発
生生
にに
よよ
りり
、、
地地
滑滑
りり
土土
砂砂
災災
害害
、、
長長
狭狭

街街
道道
のの
陥陥
没没
及及
びび
佐佐
久久
間間
川川
のの
氾氾
濫濫
がが
起起
きき

たた
。。
そそ
のの
後後
、、
土土
砂砂
災災
害害
・・
道道
路路
陥陥
没没
はは
復復

旧旧
しし
たた
がが
、、
河河
川川
にに
はは
抜抜
本本
的的
なな
対対
策策
がが
施施

ささ
れれ
ずず
、、
極極
めめ
てて
近近
いい
将将
来来
のの
集集
中中
豪豪
雨雨
にに

対対
しし
てて
無無
防防
備備
なな
状状
態態
のの
まま
まま
でで
ああ
るる
。。

今今
回回
はは
複複
数数
のの
田田
畑畑
へへ
のの
冠冠
水水
のの
みみ
なな
らら

ずず
、、
６６
世世
帯帯
がが
住住
居居
のの
傍傍
まま
でで
川川
水水
がが
迫迫
っっ

てて
いい
たた
。。

そそ
ここ
でで
佐佐
久久
間間
川川
をを
下下
流流
かか
らら
入入
りり
実実
地地

調調
査査
しし
たた
結結
果果
、、
氾氾
濫濫
はは
1144
箇箇
所所
、、
内内
９９
割割

がが
中中
流流
域域
でで
起起
きき
てて
いい
たた
。。
まま
たた
、、
土土
砂砂
のの

堆堆
積積
がが
2211
箇箇
所所
・・
総総
長長
２２
キキ
ロロ
メメ
ーー
トト
ルル
にに

及及
びび
、、
竹竹
雑雑
木木
もも
複複
数数
個個
所所
でで
川川
面面
をを
覆覆

いい
、、
川川
のの
流流
れれ
をを
大大
きき
くく
阻阻
害害
しし
てて
いい
るる
事事

がが
分分
かか
っっ
たた
。。

今今
回回
氾氾
濫濫
のの
なな
かか
っっ
たた
保保
田田
川川
もも
同同
様様
にに

確確
認認
しし
たた
結結
果果
、、
実実
はは
２２
箇箇
所所
でで
氾氾
濫濫
寸寸
前前

だだ
っっ
たた
事事
もも
分分
かか
っっ
たた
。。

河河
川川
のの
管管
理理
はは
本本
来来
、、
国国
交交
省省
とと
県県
でで
ああ

るる
がが
、、
他他
責責
にに
しし
てて
いい
てて
はは
解解
決決
でで
きき
ずず
、、

将将
来来
、、
人人
命命
にに
関関
わわ
るる
事事
態態
もも
予予
想想
ささ
れれ

るる
。。そそ

ここ
でで
、、
次次
のの
対対
策策
をを
町町
・・
県県
にに
提提
案案

すす
るる
。。

ま
ず
は
佐
久
間
川
中
流
域
の
浚
渫

し

ゅ

ん

せ

つ

（
浚
渫
と
は
、
川
底
を
さ
ら
っ
て

土
砂
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
）
を
行
い

再
発
を
防
ぐ
べ
き
だ
。

但
し
、
時
間
が
か
か
り
浚
渫
が
進
ま

な
い
場
合
は
、
竹
雑
木
の
除
去
を
先
行

し
、
川
幅
を
確
保
し
て
、
少
し
で
も

川
の
流
れ
を
改
善
す
る
べ
き
だ
。

中
流
域
に
土
砂
や
竹
が
密
集
し

河
川
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
る
事

が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
県
に
除
去
を

要
請
し
ま
す
。
そ
の
際
、
優
先
順
位
も

併
せ
て
要
請
し
ま
す
。

今
後
、
県
の
浚
渫
土
砂
仮
置
き
場

が
不
足
し
て
、
浚
渫
工
事
が
進
ま

な
い
場
合
、
耕
作
放
棄
地
を
土
砂
置
き

場
と
し
て
、
有
効
活
用
し
て
は
ど
う

か
。
そ
の
際
、
県
に
賃
貸
す
る
形
式
も

と
れ
な
い
か
。
（
全
二
級
河
川
）

土
地
の
取
得
は
事
業
主
体
で
あ
る

県
が
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
耕
作
放
棄
地
を
土
砂
置
き
場
と
し

て
転
用
す
る
こ
と
は
制
度
上
可
能
で
す

が
、
農
地
法
を
所
管
す
る
立
場
と
し
て

は
、
一
時
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
、
町
は

地
権
者
と
の
連
絡
、
調
整
な
ど
必
要
な

協
力
を
行
い
ま
す
。

現
行
、
下
流
の
み
に
設
置
し
て
い
る

「
水
位
計
」
の
み
で
は
、
中
流
域
の

異
常
が
感
知
で
き
な
い
事
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
中
流
域
に
も
水
位
計
を
追
加
し
、

全
域
の
水
位
異
常
を
早
期
に
捉
え
る

よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。（
全
二
級
河
川
））

県
と
協
議
し
設
置
要
請
し
ま
す
。

伐
採
し
た
竹
を
そ
の
場
で
焼
却
す
る

事
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
活
動
制
限
も
あ
り
、
河
川
の
一
斉
清
掃
が

途
絶
え
た
結
果
、
河
川
は
荒
れ
放
題
と
な
っ

た
。
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
元
、
定
期

的
な
河
川
一
斉
清
掃
を
再
開
し
、
維
持
管
理

す
べ
き
だ
。
そ
の
際
、
県
か
ら
の
業
務
委
託

方
式
を
と
る
事
で
、
業
者
委
託
を
含
め
た
選

択
肢
を
増
や
し
、
住
民
へ
の
費
用
・
労
力
面

の
負
荷
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

（
全
二
級
河
川
）

行
政
委
員
会
に
諮
り
、
来
年
度
よ
り

再
開
し
ま
す
。
委
託
方
式
は
、
別
途
協
議

し
ま
す
。

鋸
南
町
の
河
川
の
現
状
と
改
善
要
望
、

並
び
に
今
回
の
対
策
案
を
、
町
長
・
建
設
水

道
課
で
、
県
に
対
し
て
要
請
し
て
欲
し
い
。

（
全
二
級
河
川
）

町
長
・
課
長
に
て

県
へ
詳
細
説
明
し

改
善
要
請
し
ま
す
。

問問  答答

一一般般質質問問①①  

問問  

河河
川川
のの
氾氾
濫濫
防防
止止
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

答答

中村
なかむら

 基
もとい

  議議員員  

河河川川のの氾氾濫濫防防止止のの為為、、  
県県委委託託にによよるる河河川川一一斉斉清清掃掃のの再再開開をを  

問問  答答

問問  答答 答答  問問  答答問問  

動画はこちら↓
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竹竹田田
た け だ

  和和明明
かずあき

    議議員員  

問問  

答答政策実行ツールとして活用します 

経経済済波波及及効効果果検検証証ノノウウハハウウのの活活用用はは  

房房
日日
新新
聞聞
にに
掲掲
載載
ささ
れれ
たた
記記
事事
（（
６６

月月
2288
日日
付付
））
にに
よよ
るる
とと
、、
道道
のの
駅駅
保保
田田

小小
のの
開開
業業
以以
来来
のの
経経
済済
波波
及及
効効
果果
のの
推推

計計
値値
がが
9988
億億
円円
にに
及及
ぶぶ
とと
のの
内内
容容
でで
ああ

っっ
たた
。。
ここ
のの
推推
計計
はは
外外
部部
ココ
ンン
ササ
ルル
にに

委委
託託
しし
たた
もも
のの
でで
はは
なな
くく
、、
町町
がが
独独
自自

にに
取取
りり
組組
んん
だだ
積積
極極
的的
成成
果果
とと
しし
てて
評評

価価
しし
たた
いい
。。
一一
方方
、、
公公
表表
ささ
れれ
たた
推推
計計

値値
9988
億億
円円
はは
町町
民民
がが
そそ
のの
効効
果果
をを
実実
感感

でで
きき
ずず
、、
疑疑
問問
がが
ああ
るる
。。

経
済
波
及
効
果
の
推
計
を
行
う
こ

と
と
し
た
経
緯
は
。

こ
れ
ま
で
社
会
資
本
投
資
の
成
果

を
客
観
的
な
指
標
で
適
正
に
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
職
員
が
自
発
的
に
取
り
組
み
、

県
の
統
計
課
に
赴
き
、
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
、
今
回
の
推
計
を
行
っ
た
次
第
で

す
。

経
済
波
及
効
果
98
億
円
が
町
内
に

生
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
民

１
人
当
た
り
平
均
140
万
円
の
効
果
を
享

受
で
き
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う

な
実
感
は
な
い
。
経
済
波
及
効
果
は
、

域
内
（
町
内
）
に
波
及
し
た
経
済
効
果

を
算
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
域
外
に
漏

出
し
た
効
果
は
通
常
含
め
な
い
。
そ
の

計
算
過
程
は
、
第
一
に
「
自
給
率
」
の

反
映
が
必
要
だ
。
計
算
の
根
拠
と
さ
れ

る
施
設
建
設
工
事
の
資
材
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
町
外
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
施
設
売
上
の
内
、
町
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
青
果
・
花
卉
に

限
ら
れ
、
自
給
率
は
低
い
。
第
二
に

「
鋸
南
町
産
業
連
関
表
」
を
用
い
る
必

要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
町
内
に
は
目
立

っ
た
産
業
が
な
く
、
町
内
の
他
の
産
業

へ
の
波
及
効
果
は
限
定
的
だ
。

ご
指
摘
の
通
り
で
す
。
ま
ず
今
回

の
推
計
値
に
は
自
給
率
は
反
映
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
産
業
連
関
表
に

つ
い
て
は
、
現
状
鋸
南
町
産
業
連
関
表

は
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
に
作
成
す

る
に
は
相
当
の
労
力
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
便
宜
的
に
「
千
葉
県
産
業
連

関
表
」
を
代
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
職
員
が
習
得
し
た
経
済
波
及

効
果
分
析
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
社
会

資
本
投
資
の
成
果
の
客
観
的
な
指
標
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
政
策
実
行
の
際
の

選
定
ツ
ー
ル
と
な
ら
な
い
か
。
例
え
ば

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
収
支
は
赤
字

で
あ
っ
て
も
、
鋸
南
病
院
へ
の
通
院

や
、
商
店
街
で
の
買
い
物
利
用
な
ど
、

経
済
波
及
効
果
が
み
と
め
ら
れ
る
。

政
策
実
行
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

経経
済済
波波
及及
効効
果果
とと
はは

現
実
の
経
済
社
会
に
お
け
る
各
産
業

は
お
互
い
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
お

り
、
あ
る
産
業
に
新
た
な
需
要
が
生

じ
、
そ
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
生
産

活
動
が
拡
大
す
る
と
、
原
材
料
や
資
材

な
ど
の
取
引
や
消
費
活
動
を
通
じ
て
他

の
産
業
に
も
次
々
と
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。自

治
体
は
住
民
の
た
め
取
り
組
む
べ

き
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

政
策
を
行
う
前
に
経
済
波
及
効
果
を
検

証
す
る
こ
と
で
、
ど
の
政
策
が
最
も
政

策
の
効
果
を
高
め
、
妥
当
な
の
か
を
吟

味
し
、
政
策
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

産産
業業
連連
関関
表表
とと
はは

経
済
波
及
効
果
を
算
出
す
る
に
は
産

業
連
関
表
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
産
業
連

関
表
は
一
定
地
域
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の

取
引
状
況
を
ま
と
め
た
表
で
す
。
総
務

省
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
で
は

５
年
に
一
度
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
作
業
量
は
膨
大
で
す
。

【【
参参
考考
文文
献献
】】

「
自
治
体
の
経
済
波
及
効
果
の
算
出
」

学
陽
書
房

安
田
秀
穂
著

問問  

答答  

問問  答答

一一般般質質問問②②  

問問  

経経
済済
波波
及及
効効
果果
にに
つつ
いい
てて

答答  
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答答

一斉清掃を再開し、委託方式は県と協議します 

問問  答答

６６
月月
2288
日日
深深
夜夜
、、
鋸鋸
南南
町町
がが
線線
状状
降降
水水
帯帯

のの
発発
生生
にに
よよ
りり
、、
地地
滑滑
りり
土土
砂砂
災災
害害
、、
長長
狭狭

街街
道道
のの
陥陥
没没
及及
びび
佐佐
久久
間間
川川
のの
氾氾
濫濫
がが
起起
きき

たた
。。
そそ
のの
後後
、、
土土
砂砂
災災
害害
・・
道道
路路
陥陥
没没
はは
復復

旧旧
しし
たた
がが
、、
河河
川川
にに
はは
抜抜
本本
的的
なな
対対
策策
がが
施施

ささ
れれ
ずず
、、
極極
めめ
てて
近近
いい
将将
来来
のの
集集
中中
豪豪
雨雨
にに

対対
しし
てて
無無
防防
備備
なな
状状
態態
のの
まま
まま
でで
ああ
るる
。。

今今
回回
はは
複複
数数
のの
田田
畑畑
へへ
のの
冠冠
水水
のの
みみ
なな
らら

ずず
、、
６６
世世
帯帯
がが
住住
居居
のの
傍傍
まま
でで
川川
水水
がが
迫迫
っっ

てて
いい
たた
。。

そそ
ここ
でで
佐佐
久久
間間
川川
をを
下下
流流
かか
らら
入入
りり
実実
地地

調調
査査
しし
たた
結結
果果
、、
氾氾
濫濫
はは
1144
箇箇
所所
、、
内内
９９
割割

がが
中中
流流
域域
でで
起起
きき
てて
いい
たた
。。
まま
たた
、、
土土
砂砂
のの

堆堆
積積
がが
2211
箇箇
所所
・・
総総
長長
２２
キキ
ロロ
メメ
ーー
トト
ルル
にに

及及
びび
、、
竹竹
雑雑
木木
もも
複複
数数
個個
所所
でで
川川
面面
をを
覆覆

いい
、、
川川
のの
流流
れれ
をを
大大
きき
くく
阻阻
害害
しし
てて
いい
るる
事事

がが
分分
かか
っっ
たた
。。

今今
回回
氾氾
濫濫
のの
なな
かか
っっ
たた
保保
田田
川川
もも
同同
様様
にに

確確
認認
しし
たた
結結
果果
、、
実実
はは
２２
箇箇
所所
でで
氾氾
濫濫
寸寸
前前

だだ
っっ
たた
事事
もも
分分
かか
っっ
たた
。。

河河
川川
のの
管管
理理
はは
本本
来来
、、
国国
交交
省省
とと
県県
でで
ああ

るる
がが
、、
他他
責責
にに
しし
てて
いい
てて
はは
解解
決決
でで
きき
ずず
、、

将将
来来
、、
人人
命命
にに
関関
わわ
るる
事事
態態
もも
予予
想想
ささ
れれ

るる
。。そそ

ここ
でで
、、
次次
のの
対対
策策
をを
町町
・・
県県
にに
提提
案案

すす
るる
。。

ま
ず
は
佐
久
間
川
中
流
域
の
浚
渫

し

ゅ

ん

せ

つ

（
浚
渫
と
は
、
川
底
を
さ
ら
っ
て

土
砂
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
）
を
行
い

再
発
を
防
ぐ
べ
き
だ
。

但
し
、
時
間
が
か
か
り
浚
渫
が
進
ま

な
い
場
合
は
、
竹
雑
木
の
除
去
を
先
行

し
、
川
幅
を
確
保
し
て
、
少
し
で
も

川
の
流
れ
を
改
善
す
る
べ
き
だ
。

中
流
域
に
土
砂
や
竹
が
密
集
し

河
川
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
る
事

が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
県
に
除
去
を

要
請
し
ま
す
。
そ
の
際
、
優
先
順
位
も

併
せ
て
要
請
し
ま
す
。

今
後
、
県
の
浚
渫
土
砂
仮
置
き
場

が
不
足
し
て
、
浚
渫
工
事
が
進
ま

な
い
場
合
、
耕
作
放
棄
地
を
土
砂
置
き

場
と
し
て
、
有
効
活
用
し
て
は
ど
う

か
。
そ
の
際
、
県
に
賃
貸
す
る
形
式
も

と
れ
な
い
か
。
（
全
二
級
河
川
）

土
地
の
取
得
は
事
業
主
体
で
あ
る

県
が
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
耕
作
放
棄
地
を
土
砂
置
き
場
と
し

て
転
用
す
る
こ
と
は
制
度
上
可
能
で
す

が
、
農
地
法
を
所
管
す
る
立
場
と
し
て

は
、
一
時
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
、
町
は

地
権
者
と
の
連
絡
、
調
整
な
ど
必
要
な

協
力
を
行
い
ま
す
。

現
行
、
下
流
の
み
に
設
置
し
て
い
る

「
水
位
計
」
の
み
で
は
、
中
流
域
の

異
常
が
感
知
で
き
な
い
事
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
中
流
域
に
も
水
位
計
を
追
加
し
、

全
域
の
水
位
異
常
を
早
期
に
捉
え
る

よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。（
全
二
級
河
川
））

県
と
協
議
し
設
置
要
請
し
ま
す
。

伐
採
し
た
竹
を
そ
の
場
で
焼
却
す
る

事
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
活
動
制
限
も
あ
り
、
河
川
の
一
斉
清
掃
が

途
絶
え
た
結
果
、
河
川
は
荒
れ
放
題
と
な
っ

た
。
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
元
、
定
期

的
な
河
川
一
斉
清
掃
を
再
開
し
、
維
持
管
理

す
べ
き
だ
。
そ
の
際
、
県
か
ら
の
業
務
委
託

方
式
を
と
る
事
で
、
業
者
委
託
を
含
め
た
選

択
肢
を
増
や
し
、
住
民
へ
の
費
用
・
労
力
面

の
負
荷
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

（
全
二
級
河
川
）

行
政
委
員
会
に
諮
り
、
来
年
度
よ
り

再
開
し
ま
す
。
委
託
方
式
は
、
別
途
協
議

し
ま
す
。

鋸
南
町
の
河
川
の
現
状
と
改
善
要
望
、

並
び
に
今
回
の
対
策
案
を
、
町
長
・
建
設
水

道
課
で
、
県
に
対
し
て
要
請
し
て
欲
し
い
。

（
全
二
級
河
川
）

町
長
・
課
長
に
て

県
へ
詳
細
説
明
し

改
善
要
請
し
ま
す
。

問問  答答

一一般般質質問問①①  

問問  

河河
川川
のの
氾氾
濫濫
防防
止止
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

答答

中村
なかむら

 基
もとい

  議議員員  

河河川川のの氾氾濫濫防防止止のの為為、、  
県県委委託託にによよるる河河川川一一斉斉清清掃掃のの再再開開をを  

問問  答答

問問  答答 答答  問問  答答問問  

動画はこちら↓
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問問  

答答 若手職員中心のチームで、推進して対応 

令令和和６６年年９９月月定定例例会会  
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大塚
おおつか

 昇
のぼる

  議議員員  

町町行行政政のの DDXX 推推進進のの現現状状とと課課題題はは  

DDXX
（（
デデ
ジジ
タタ
ルル
・・
トト
ララ
ンン
スス
フフ
ォォ
ーー

メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン
：：
自自
治治
体体
がが
IITT
やや
テテ
クク
ノノ

ロロ
ジジ
ーー
をを
活活
用用
しし
てて
業業
務務
効効
率率
やや
生生
産産

性性
向向
上上
をを
図図
りり
、、
住住
民民
にに
対対
すす
るる
行行
政政

ササ
ーー
ビビ
スス
のの
維維
持持
とと
向向
上上
をを
目目
指指
すす
取取

りり
組組
みみ
のの
ここ
とと
））
推推
進進
計計
画画
はは
、、
国国
のの

実実
行行
計計
画画
でで
自自
治治
体体
がが
重重
点点
的的
にに
取取
りり

組組
むむ
べべ
きき
事事
項項
・・
内内
容容
をを
具具
体体
化化
しし
支支

援援
策策
をを
とと
りり
まま
とと
めめ
てて
策策
定定
ささ
れれ
たた
。。

住住
民民
にに
身身
近近
なな
行行
政政
のの
役役
割割
はは
極極
めめ

てて
重重
要要
でで
ああ
るる
とと
しし
てて
、、
自自
らら
担担
うう
行行

政政
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて
デデ
ジジ
タタ
ルル
技技
術術

やや
デデ
ーー
タタ
をを
活活
用用
しし
てて
住住
民民
のの
利利
便便
性性

をを
向向
上上
ささ
せせ
てて
、、
まま
たた
、、
デデ
ジジ
タタ
ルル
技技

術術
やや
AAII
等等
のの
活活
用用
にに
よよ
りり
業業
務務
効効
率率
化化

をを
図図
りり
、、
人人
的的
資資
源源
をを
行行
政政
ササ
ーー
ビビ
スス

のの
向向
上上
にに
繋繋
げげ
てて
いい
くく
とと
しし
てて
いい
るる
。。

鋸
南
町
の
DX
推
進
の
現
状
と
課
題

は
。

令
和
６
年
４
月
に
改
訂
さ
れ
た
国

の
方
針
を
示
す
「
自
治
体
DX
推
進

計
画
」
及
び
「
自
治
体
DX
全
体
手
順

書
」
に
よ
り
体
制
を
整
備
し
て
い
る
状

況
で
す
。

国
が
示
す
組
織
体
制
の
整
備
・
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
確
保
・
計
画
的
な
取
組
・

都
道
府
県
と
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
推

進
体
制
の
構
築
と
さ
れ
、
重
点
取
組

み
事
項
と
し
て
は
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
並
び
に
政
府
ク
ラ
ウ
ド

へ
の
移
行
が
あ
り
ま
す
。

町
は
、
令
和
５
年
９
月
に
若
手
職

員
中
心
に
よ
る
「
DX
推
進
に
係
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
勉
強
会
や
意
見
交
換
に
よ
っ
て

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
の
検
討
、

実
践
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
で
き
る
職
員
の
育
成
、
意
識
醸
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
自
治
体
DX
の
推

進
の
範
囲
は
広
大
で
あ
り
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

推
進
後
の
運
用
経
費
見
込
み

お
よ
び
情
報
管
理
保
全
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
。

経
費
の
見
込
み
は
、
試
算
方
法

が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
委

託
料
、
賃
借
料
、
負
担
金
等
が
明
確

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ

算
出
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。

情
報
管
理
保
全
シ
ス
テ
ム
は
、
安

全
性
と
利
便
性
の
両
立
を
追
求
し
、

住
民
直
結
の
情
報
管
理
と
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
対
し
、
高
度
化
・
巧
妙
化

す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
応
を
可

問問  答答

問問  答答

一一般般質質問問④④  

DX
推
進
で
は
、
IT
（
情
報
技
術
）
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
多
種
多
様
な
デ
ー
タ

群
）
、
AI
（
人
工
知
能
）
な
ど
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
用
い
て
人
々
の
生
活
を
よ
り

良
い
社
会
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
変
革
）
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
へ
の

移
行
業
務
は
、
費
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
導
入
段
階
で
費
用
を
抑
制
で
き
る

方
策
で
慎
重
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

要要

望望

DDXX
推推
進進
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて

能
と
す
る
た
め
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
指

針
や
自
治
体
情
報
へ
の
提
案
等
を
も
と

に
、
検
討
を
進
め
、
強
靱
化
に
努
め
ま

す
。

鋸鋸
南南
地地
区区
環環
境境
衛衛
生生
組組
合合
とと

ごご
みみ
処処
理理
事事
業業
にに
つつ
いい
てて

 

 

各
団
体
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い 

き
ま
す
。以

前
の
よ
う
に
「
防
災
行
政
無

線
で
も
イ
ベ
ン
ト
等
の
発
信
を

し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
多
い
が
。

 
 

現
在
は
、
放
送
内
容
に
つ
い

て
、
防
災
情
報
・
水
道
の
漏
水 

事
故
等
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
、
交
通

安
全
や
火
災
予
防
等
、
広
く
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
な
ど
、
必
要
最
低
限

と
判
断
し
た
も
の
を
限
定
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
情
報
発
信
手
段
で
あ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
各

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
町
報
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

見
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
を
研
究

し
、
必
要
な
方
に
必
要
な
情
報
が
届
く

よ
う
、
今
後
も
研
鑽
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

答答 各団体と協議を行いながら丁寧に検討する 

答答問問  答答 現
在
、
内
房
地
区(

鋸
南
町
、
旧
富
山

町
、
旧
富
浦
町
、
旧
三
芳
村)

と
、
外

房
地
区(

旧
白
浜
町
、
旧
千
倉
町
、
旧

丸
山
町
、
旧
和
田
町)

で
分
別
方
法
が

異
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
ご
み
の

分
別
方
法
の
統
一
化
を
図
る
た
め
、
当

町
、
南
房
総
市
、
鋸
南
地
区
環
境
衛
生

組
合
の
職
員
で
構
成
す
る
分
科
会
を
立

ち
上
げ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合
職
員

と
待
遇
面
等
に
つ
い
て
交
渉
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。

 

組
合
解
散
後
、
継
続
し
て
雇
用

を
希
望
す
る
職
員
に
つ
い
て

鋸
南
町
あ
る
い
は
南
房
総
市
で
採
用
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
給
与
等
に

つ
い
て
は
、
給
与
制
度
の
内
容
が
異
な

る
の
で
、
各
団
体
の
制
度
内
容
を
踏
ま

え
、
当
町
及
び
南
房
総
市
の
双
方
で
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
職
員
と
の
交
渉
に
つ
い

て
は
、
直
接
の
交
渉
先
は
鋸
南
地
区
環

境
衛
生
組
合
と
な
り
ま
す
が
、
受
け
入

れ
先
と
な
る
当
町
で
、
給
与
制
度
等
を

提
示
で
き
る
段
階
に
な
っ
た
ら
説
明

し
、
協
議
を
踏
ま
え
た
中
で
、
適
切
に

対
応
し
ま
す
。

 

正
職
員
と
し
て
、
直
接
雇
用
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

問問  答答

問問  

組合解散後、正職員として直接雇用を 

笹笹生生
さ そ う

  ああすすかか議議員員  

問問  

－8－ 

一一般般質質問問③③  令令和和６６年年９９月月定定例例会会  

問問  

第
２
期
君
津
広
域
廃
棄
物
処
理
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

木
更
津
市
、
君
津
市
、
富
津
市
、

袖
ケ
浦
市
、
鴨
川
市
、
南
房
総
市

鋸
南
町
の
６
市
１
町
で
、
富
津
市
の
新
富

地
区
で
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
関
連
施
設
と
し
て
、
当
町
と
南
房

総
市
と
協
働
で
中
継
施
設
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
南
房
総
市
と
鋸
南
町
で
収
集

さ
れ
た
全
て
の
ご
み
は
、
こ
の
中
継
施
設

に
搬
入
さ
れ
、
可
燃
ご
み
は
大
型
車
に
積

み
替
え
ら
れ
た
後
に
、
富
津
市
の
新
ご
み

処
理
施
設
に
運
搬
し
て
処
理
し
ま
す
。

 

今
後
の
、
可
燃
物
以
外
の
ご
み
処

理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

 

中
継
施
設
に
は
、
資
源
ご
み
の
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
併
設
さ
れ
、
不

燃
ご
み
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
も
収
集
・

処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

答答

令
和
９
年
４
月
の
、
新
ご
み
処
理
施
設

(

富
津
市)

の
供
用
開
始
に
向
け
、
６
市
１

町
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
令
和
９
年
３

月
末
に
鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合
は
解

散
と
な
る
予
定
。

問問  問問  

問問  

答答答答  

答答  

広
報
・
情
報
発
信
に
つ
い
て

答答  

鋸南町公式 LINE 

－ 9 － － 8 －



 

 

 

 

問問  

答答 若手職員中心のチームで、推進して対応 

令令和和６６年年９９月月定定例例会会  

－9－ 

大塚
おおつか

 昇
のぼる

  議議員員  

町町行行政政のの DDXX 推推進進のの現現状状とと課課題題はは  

DDXX
（（
デデ
ジジ
タタ
ルル
・・
トト
ララ
ンン
スス
フフ
ォォ
ーー

メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン
：：
自自
治治
体体
がが
IITT
やや
テテ
クク
ノノ

ロロ
ジジ
ーー
をを
活活
用用
しし
てて
業業
務務
効効
率率
やや
生生
産産

性性
向向
上上
をを
図図
りり
、、
住住
民民
にに
対対
すす
るる
行行
政政

ササ
ーー
ビビ
スス
のの
維維
持持
とと
向向
上上
をを
目目
指指
すす
取取

りり
組組
みみ
のの
ここ
とと
））
推推
進進
計計
画画
はは
、、
国国
のの

実実
行行
計計
画画
でで
自自
治治
体体
がが
重重
点点
的的
にに
取取
りり

組組
むむ
べべ
きき
事事
項項
・・
内内
容容
をを
具具
体体
化化
しし
支支

援援
策策
をを
とと
りり
まま
とと
めめ
てて
策策
定定
ささ
れれ
たた
。。

住住
民民
にに
身身
近近
なな
行行
政政
のの
役役
割割
はは
極極
めめ

てて
重重
要要
でで
ああ
るる
とと
しし
てて
、、
自自
らら
担担
うう
行行

政政
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
つつ
いい
てて
デデ
ジジ
タタ
ルル
技技
術術

やや
デデ
ーー
タタ
をを
活活
用用
しし
てて
住住
民民
のの
利利
便便
性性

をを
向向
上上
ささ
せせ
てて
、、
まま
たた
、、
デデ
ジジ
タタ
ルル
技技

術術
やや
AAII
等等
のの
活活
用用
にに
よよ
りり
業業
務務
効効
率率
化化

をを
図図
りり
、、
人人
的的
資資
源源
をを
行行
政政
ササ
ーー
ビビ
スス

のの
向向
上上
にに
繋繋
げげ
てて
いい
くく
とと
しし
てて
いい
るる
。。

鋸
南
町
の
DX
推
進
の
現
状
と
課
題

は
。

令
和
６
年
４
月
に
改
訂
さ
れ
た
国

の
方
針
を
示
す
「
自
治
体
DX
推
進

計
画
」
及
び
「
自
治
体
DX
全
体
手
順

書
」
に
よ
り
体
制
を
整
備
し
て
い
る
状

況
で
す
。

国
が
示
す
組
織
体
制
の
整
備
・
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
確
保
・
計
画
的
な
取
組
・

都
道
府
県
と
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
推

進
体
制
の
構
築
と
さ
れ
、
重
点
取
組

み
事
項
と
し
て
は
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
並
び
に
政
府
ク
ラ
ウ
ド

へ
の
移
行
が
あ
り
ま
す
。

町
は
、
令
和
５
年
９
月
に
若
手
職

員
中
心
に
よ
る
「
DX
推
進
に
係
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
勉
強
会
や
意
見
交
換
に
よ
っ
て

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
の
検
討
、

実
践
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
で
き
る
職
員
の
育
成
、
意
識
醸
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
自
治
体
DX
の
推

進
の
範
囲
は
広
大
で
あ
り
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

推
進
後
の
運
用
経
費
見
込
み

お
よ
び
情
報
管
理
保
全
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
。

経
費
の
見
込
み
は
、
試
算
方
法

が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
委

託
料
、
賃
借
料
、
負
担
金
等
が
明
確

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ

算
出
が
出
来
な
い
状
況
で
す
。

情
報
管
理
保
全
シ
ス
テ
ム
は
、
安

全
性
と
利
便
性
の
両
立
を
追
求
し
、

住
民
直
結
の
情
報
管
理
と
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
対
し
、
高
度
化
・
巧
妙
化

す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
応
を
可

問問  答答

問問  答答

一一般般質質問問④④  

DX
推
進
で
は
、
IT
（
情
報
技
術
）
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
多
種
多
様
な
デ
ー
タ

群
）
、
AI
（
人
工
知
能
）
な
ど
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
用
い
て
人
々
の
生
活
を
よ
り

良
い
社
会
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
変
革
）
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
へ
の

移
行
業
務
は
、
費
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
導
入
段
階
で
費
用
を
抑
制
で
き
る

方
策
で
慎
重
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

要要

望望

DDXX
推推
進進
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて

能
と
す
る
た
め
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
指

針
や
自
治
体
情
報
へ
の
提
案
等
を
も
と

に
、
検
討
を
進
め
、
強
靱
化
に
努
め
ま

す
。

鋸鋸
南南
地地
区区
環環
境境
衛衛
生生
組組
合合
とと

ごご
みみ
処処
理理
事事
業業
にに
つつ
いい
てて

 

 

各
団
体
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い 

き
ま
す
。以

前
の
よ
う
に
「
防
災
行
政
無

線
で
も
イ
ベ
ン
ト
等
の
発
信
を

し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
多
い
が
。

 
 

現
在
は
、
放
送
内
容
に
つ
い

て
、
防
災
情
報
・
水
道
の
漏
水 

事
故
等
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
、
交
通

安
全
や
火
災
予
防
等
、
広
く
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
な
ど
、
必
要
最
低
限

と
判
断
し
た
も
の
を
限
定
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
情
報
発
信
手
段
で
あ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
各

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
町
報
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

見
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
を
研
究

し
、
必
要
な
方
に
必
要
な
情
報
が
届
く

よ
う
、
今
後
も
研
鑽
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

答答 各団体と協議を行いながら丁寧に検討する 

答答問問  答答 現
在
、
内
房
地
区(

鋸
南
町
、
旧
富
山

町
、
旧
富
浦
町
、
旧
三
芳
村)

と
、
外

房
地
区(

旧
白
浜
町
、
旧
千
倉
町
、
旧

丸
山
町
、
旧
和
田
町)

で
分
別
方
法
が

異
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
ご
み
の

分
別
方
法
の
統
一
化
を
図
る
た
め
、
当

町
、
南
房
総
市
、
鋸
南
地
区
環
境
衛
生

組
合
の
職
員
で
構
成
す
る
分
科
会
を
立

ち
上
げ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合
職
員

と
待
遇
面
等
に
つ
い
て
交
渉
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。

 

組
合
解
散
後
、
継
続
し
て
雇
用

を
希
望
す
る
職
員
に
つ
い
て

鋸
南
町
あ
る
い
は
南
房
総
市
で
採
用
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
給
与
等
に

つ
い
て
は
、
給
与
制
度
の
内
容
が
異
な

る
の
で
、
各
団
体
の
制
度
内
容
を
踏
ま

え
、
当
町
及
び
南
房
総
市
の
双
方
で
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
職
員
と
の
交
渉
に
つ
い

て
は
、
直
接
の
交
渉
先
は
鋸
南
地
区
環

境
衛
生
組
合
と
な
り
ま
す
が
、
受
け
入

れ
先
と
な
る
当
町
で
、
給
与
制
度
等
を

提
示
で
き
る
段
階
に
な
っ
た
ら
説
明

し
、
協
議
を
踏
ま
え
た
中
で
、
適
切
に

対
応
し
ま
す
。

 

正
職
員
と
し
て
、
直
接
雇
用
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

問問  答答

問問  

組合解散後、正職員として直接雇用を 

笹笹生生
さ そ う

  ああすすかか議議員員  

問問  

－8－ 

一一般般質質問問③③  令令和和６６年年９９月月定定例例会会  

問問  

第
２
期
君
津
広
域
廃
棄
物
処
理
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

木
更
津
市
、
君
津
市
、
富
津
市
、

袖
ケ
浦
市
、
鴨
川
市
、
南
房
総
市

鋸
南
町
の
６
市
１
町
で
、
富
津
市
の
新
富

地
区
で
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
関
連
施
設
と
し
て
、
当
町
と
南
房

総
市
と
協
働
で
中
継
施
設
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
南
房
総
市
と
鋸
南
町
で
収
集

さ
れ
た
全
て
の
ご
み
は
、
こ
の
中
継
施
設

に
搬
入
さ
れ
、
可
燃
ご
み
は
大
型
車
に
積

み
替
え
ら
れ
た
後
に
、
富
津
市
の
新
ご
み

処
理
施
設
に
運
搬
し
て
処
理
し
ま
す
。

 

今
後
の
、
可
燃
物
以
外
の
ご
み
処

理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

 

中
継
施
設
に
は
、
資
源
ご
み
の
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
併
設
さ
れ
、
不

燃
ご
み
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
も
収
集
・

処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

答答

令
和
９
年
４
月
の
、
新
ご
み
処
理
施
設

(

富
津
市)

の
供
用
開
始
に
向
け
、
６
市
１

町
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。
令
和
９
年
３

月
末
に
鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合
は
解

散
と
な
る
予
定
。

問問  問問  

問問  

答答答答  

答答  

広
報
・
情
報
発
信
に
つ
い
て

答答  

鋸南町公式 LINE 

－ 9 －
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決決算算審審査査特特別別委委員員会会  

【地域振興課】 

問問 移住支援金は何件支給したのか。また、制度が移

住の決め手となったか。  

答答 単身世帯２件、テレワーク要件での支給です。移

住にあたり使える制度があったので申請を行っ

たようです。  

問問 次世代人材投資事業交付金受給者は、どのよう

な農業経営をしているのか。  

答答 受給者は夫婦２組と個人１名で、３万３千㎡を

耕作しており、今後も農地を拡大予定です。 

受給者全員が道の駅出荷組合に加入して出荷 

し、出品物の確保に貢献しています。  

問問 持続可能な農業をしてもらいたいが、その他の

制度はあるか。  

答答 セミナー受給者に対し補助を行っている他、新

規就農の相談に来た際に補助制度等について説

明しています。  

問問 スマート農業についてはどう考えているか。

答答 機械化や無人機械の活用などが必要と考えてい

ます。農業事務所等でも活用に力を入れており、

研修会の開催も予定されているので、農業者へ

の広報などに取り組みます。  

問問 海岸清掃美化委託は、どのような形態で行って

いるか。  

答答 観光協会に委託し、委託期間は４月から１月で

す。１回あたり３時間ほどの作業時間で月に５

日ほど実施、１回あたりの収集量は４５ℓ ごみ袋

×１０袋程度との報告を受けています。  

問問 ペットロボットを導入した経緯は。  

答答 子どもの遊び場に置けば、喜んで扱ってもらえ

ると思い、ふるさと納税の寄付金で購入しまし

た。 

問問 道の駅保田小学校プレイ 

ルームに置いてあるのか。

答答 子どもが扱うので故障する 

場合があり、1～２匹居ない 

時もあります。 

【建設水道課】 

問問  生ごみ処理機器購入補助金の当初予算に対する

執行率が約２８％だが、どう捉えているか。  

答答 申請は２５件と少なかったですが、ごみの減量

につながるので、引き続き積極的にＰＲします。 

要要望望 道路補修工事について、常日頃から現場を見

て回り、危険な場所は早く手を打って欲し

い！  

答答 職員が町内を点検し、早期に対応が必要なもの

は早期対応するよう心がけております。  

【教育課】  

問問 スクールバス事故防止安全装置は出庫前に動作

確認を実施しているのか。  

答答 装置が正常であれば、エンジンを切った際にブ

ザーが鳴ります。動作確認については確認しま

す。 

問問  小学校費の修繕料について、ブロック塀の改修

が完了していない箇所の安全性の確認は。  

答答 劣化の進んでいる箇所から順に実施し、職員に

よる確認や住民からの申し出があった場合に、

その都度改修しています。 

令令和和６６年年９９月月定定例例会会  
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【総務企画課】 

問問 例規集データベース作成及び維持管理業務 

委託の内容は。  

答答 例規集データベースの作成と維持、 

ホームページ用にＣＤ－ＲＯＭを作成し

納品する業務です。  

問問 変更がホームページに反映されるのは、 

どのくらいの期 

間を要するか。  

答答 年４回の更新で 

議会終了後３～４ヶ月 

後に反映されます。 

問問 企業人材派遣制度の成果は。  

答答 ＤＸ推進による業務効率の改善、働き方 

改革の推進のため現状の把握と課題の洗 

い出しを実施。また、ＤＸ研修会を全４回 

職員対象に実施しました。  

問問 豊かなまちづくり寄付金が増加した理由は。 

答答 品目が増え、同じ返礼品でも、重量別に区分

を増やしたこと、道の駅保田小学校がメデ

ィアで取り上げられていることも、寄付増

加につながっていると考えています。  

実質収支額：歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額（形式収支）から翌年度に繰り越す財源を差し引いた額です。 

※四捨五入の関係で数値等が合わない事もあります。

※端数の関係で内訳合計は 99％となっております。

  

決算概要 

区分 歳入 歳出 実質収支額 

一般会計 ５３億３,７６８万円 ４８億２,６３９万円 ２億７,４０１万円 

特別会計（国保他） ２７億８,５２６万円 ２６億８,１９３万円 １億  ３３２万円 

合計 ８１億２,２９５万円 ７５億  ８３３万円 ３億７,７３３万円 

令令和和６６年年９９月月定定例例会会  決決算算審審査査特特別別委委員員会会  

総額７５億円 令和５年度決算を認定 
令和５年度一般会計、特別会計などについて議員選出の監査委員を除く議員全員で構成する決算審査特別委員

会（竹田和明委員長）で審査し、採択を行った結果、全ての決算を原案通り認定すべきものと決定しました。 

11 億 2,481 万円 

12億2,658万円 

7 億 4,526 万円 

問問 各地区の備蓄倉庫の状況は。  

答答 発電機等を保管、スペースに余裕があります。

非常食は現在殆ど置いていませんが、衛生上の

管理を検討し、備蓄方法を考えます。  

問問 まちづくり支援事業の応募件数は。  

答答 ２件あり、２件とも採択されています。 

要要望望 募集期間が短く、準備しきれない団体も 

あると感じている。他市では公開プレゼ 

ンを行うなど 地域活性化につながって

いる。工夫を！！ 

一般会計決算の主な質疑 
都市交流施設工事やバスの運行、

地域自治組織などにかかったお金 

高齢者・障害

者福祉や子育

て支援などに

かかったお金 

ごみ処理や衛

生組合、水道

会計、病院会

計への繰出金 

－ 11 － － 10 －
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、
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で
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、
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で
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の
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災
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・
復
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で
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大
雨
災
害
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、
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
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被
災
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れ
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方
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に
は
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か
ら
お
見
舞
い
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し
上
げ

る
と
と
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に
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一
日
も
早
い
復
興
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た
し
ま
す
。
私
の
で
き
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と
で
、
今
後
も
支

援
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続
け
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
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台
風
災
害
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ら
、
丸
５
年
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経
ち
ま
し
た
。
当
時
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じ
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月
９
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決
算
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査
特
別
委
員
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だ
っ
た
の
で
、
ま
た
台
風
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か
、
胸
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と
苦
し
く

な
り
ま
し
た
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一
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に
し
て
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っ
て
し
ま
っ

た
大
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る
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の
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、
た
く
さ
ん
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方
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に
支
援
し
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た
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れ
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の
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、
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早
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で
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議
２
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返
し
地
点
が
近
付
い
て
き
ま
し
た
。
町
議
６
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目
に
し
て
、
初
め
て
泊
り
が
け
で
の
視
察
研
修

が
あ
り
、
友
好
都
市
で
あ
る
長
野
県
辰
野
町
で

「
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
に
つ
い
て
」「
移
住

政
策
に
つ
い
て
」
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テ
ー
マ
に
学
び
ま
し
た
。

今
回
、
吸
収
で
き
た
こ
と
を
鋸
南
町
議
会
、
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し
て
町
政
に
活
か
せ
る
よ
う
、
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
笹
生
あ
す
か
）

千葉県町村議会議長会主催の議員研修会に参加しました 
「今の地方議会に求められること」 

講師・新潟県立大学 国際地域学部国際地域学科 准教授 

田口 一博氏 

議
会
の
日
誌

町村議会広報研究会の様子 

議会広報特別委員で参加し、鋸南町の議会だより 149 号を

クリニックに提出し、チェックしてもらいました。 

読みたくなるレイアウト、読者をひきつける見出し等々、 

課題は多いですが、住民の皆様が手に取り、読みたくなる 

紙面づくりを委員全員で考えていきます。 

令和６年７月３１日（水） 

オークラ千葉ホテルにて開催された研修会の様子 


